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チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
―
―
い
わ
ず
と
知
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
創
始
者

で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
が
世
界
史
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
が
見
直

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
く
、
そ
の
研
究
は
大
き
な
成
果
を
得
て
き

た
。
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
（
テ
ム
ジ
ン
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
よ
り

多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
像
、
そ
し
て
帝
国
勃
興
の

過
程
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
問
題
が
不
明
、
な
い
し
未
解
明
の
ま
ま
で

あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第
一
に
、
各
言
語
史
料
間
の
記
述
の
齟
齬

を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か
と
い
う
極
め
て
や
っ
か
い
な
難
題
に
直
面

し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
以
外
は
、
ケ
レ
イ
ト

の
ト
オ
リ
ル
（
オ
ン
・
カ
ン
）
の
下
で
頭
角
を
現
す
ま
で
の
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
の
前
半
生
に
つ
い
て
の
叙
述
が
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
文
献
史
料
の
制
約
を
受
け
て
、
早
期
の
チ
ン
ギ
ス
・
カ
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ン
の
伝
記
的
研
究
は
、
基
本
的
に
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
』
を
ト
レ
ー
ス
し

た
形
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
近
年
の
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
史
研
究
の
進
展
は
、
い
く
つ
か
の
例
外
を
除
け
ば
、
帝
国
成
立
後
に

偏
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

こ
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
勃
興
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
難
題
に
対
し
て
、

編
者
の
白
石
典
之
は
、
考
古
学
・
自
然
科
学
・
文
献
史
学
の
学
際
的
な

共
同
研
究
を
組
織
し
、
果
敢
に
挑
ん
で
き
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
、

環
境
に
焦
点
を
当
て
た
同
編
『
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
戒
め
―
モ
ン
ゴ
ル

草
原
と
地
球
環
境
問
題
―
』（
同
成
社
、
二
〇
一
〇
年
）
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
一
〇
年
あ
ま
り
の
研
究
の
到
達
点
を
包
括
的
に
ま
と

め
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
編
者
は
、
二
〇
数
年
に
わ

た
り
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
中
心
と
す
る
考
古
学
の
発
掘
調
査
・
研
究
に

従
事
し
て
お
り
、
こ
の
分
野
で
世
界
を
代
表
す
る
研
究
者
の
一
人
で
あ

白
石
典
之
編

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
と
そ
の
時
代
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る
。
す
で
に
、『
チ
ン
ギ
ス
＝
カ
ン
の
考
古
学
』（
同
成
社
、二
〇
〇
一
年
）、

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
の
考
古
学
的
研
究
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
二
年
）
と
い

う
二
冊
の
学
術
的
著
作
を
世
に
問
う
て
い
る
。
一
般
向
け
の
『
チ
ン
ギ

ス
・
カ
ン
―
“
蒼
き
狼
”
の
実
像
―
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六
年
）

で
は
、
考
古
・
文
献
双
方
に
基
づ
い
て
新
た
な
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
像
を

提
示
し
て
い
る
。

本
書
の
本
論
部
分
は
一
五
章
か
ら
成
り
、
さ
ら
に
本
論
の
内
容
や
関

連
事
項
を
理
解
す
る
た
め
の
助
け
と
し
て
九
編
の
コ
ラ
ム
が
挿
ま
れ
て

い
る
。
本
論
は
、
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
か
ら
便
宜
的
に
、
①
文
献
史
学
の
第

一
～
三
、五
、一
五
章
（
政
権
の
成
立
過
程
と
統
治
制
度
、
国
際
関
係
、
世
界

戦
略
と
交
通
、
文
字
、
近
代
に
お
け
る
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
崇
拝
）、
②
環
境
学

の
第
六
・
七
章
（
気
候
変
動
、
植
生
）、
③
考
古
学
の
第
四
、八
～
一
四
章

（
銭
、
食
、
住
、
鉄
、
武
器
と
防
具
、
弓
矢
、
防
塁
、
墓
）、
と
い
う
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

分
は
、
他
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
手
法
や
成
果
も
取
り
入
れ
て
考
察
さ
れ

て
い
る
。

各
章
の
多
く
は
、
近
年
の
発
掘
調
査
や
研
究
の
成
果
を
盛
り
込
み
、

あ
る
い
は
独
自
の
視
点
を
導
入
し
、
新
た
な
知
見
を
提
出
し
て
お
り
、

最
新
の
研
究
を
発
信
す
る
研
究
論
文
集
と
し
て
の
水
準
を
備
え
て
い

る
。
同
時
に
、
一
般
の
読
者
に
も
十
分
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
明
瞭
か

つ
平
易
な
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
既
知
の
内
容
に
基
づ
い

た
若
干
の
部
分
も
、
当
該
あ
る
い
は
他
の
章
や
全
体
の
理
解
を
促
す
た

め
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
紙
幅
を
割
い
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
強
調
し
た
い
の
は
、
本
書
を
通
読
し
て
感
じ

る
、共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
の
各
章
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
で
あ
る
。

共
同
研
究
の
成
果
は
、
し
ば
し
ば
本
書
の
よ
う
な
論
文
集
と
し
て
刊
行

さ
れ
る
が
、
個
別
の
研
究
成
果
の
寄
せ
集
め
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
本
書
は
そ
う
で
は
な
い
。
全
体
の
テ
ー
マ

と
目
標
に
対
し
て
、
メ
ン
バ
ー
が
し
か
る
べ
き
役
割
を
分
担
し
、
か
つ

知
見
や
手
法
・
ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
執

筆
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
編
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
メ
ン
バ
ー
相
互

の
信
頼
関
係
の
賜
物
で
あ
ろ
う
。
こ
の
共
同
研
究
を
推
進
し
た
編
者
と

執
筆
者
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

そ
れ
で
は
、
本
書
の
特
徴
や
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
、
評
者
の

問
題
関
心
に
基
づ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
よ
う
。
①
文
献
史

学
か
ら
二
点
。
ま
ず
、
テ
ム
ジ
ン
が
登
場
し
た
時
期
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原

を
大
金
国
と
カ
ラ
・
キ
タ
イ
（
西
遼
）
の
両
大
国
の
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
の
中
に
置
い
て
叙
述
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
高
原

諸
勢
力
に
よ
る
カ
ラ
・
キ
タ
イ
の
君
主
号
グ
ル
・
カ
ン
の
使
用
や
ケ

レ
イ
ト
王
国
の
ト
オ
リ
ル
（
オ
ン
・
カ
ン
）
の
一
時
的
な
カ
ラ
・
キ
タ

イ
亡
命
な
ど
か
ら
、
説
得
力
の
あ
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
一
章
）。

テ
ム
ジ
ン
に
敗
れ
た
ト
オ
リ
ル
や
ジ
ャ
ム
カ
（
名
乗
っ
た
称
号
は
グ
ル
・
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カ
ン
）
も
西
方
を
目
指
し
て
逃
亡
し
た
こ
と
や
、
同
じ
く
テ
ム
ジ
ン
に

滅
ぼ
さ
れ
た
ナ
イ
マ
ン
の
王
子
ク
チ
ュ
ル
ク
が
カ
ラ
・
キ
タ
イ
に
亡
命

し
た
こ
と
も
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。「
お
わ
り
に
」
で
今
後
の
課
題
と

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
考
古
資
料
か
ら
の
検
証
も
期
待
さ
れ
る
。
大
金

国
や
カ
ラ
・
キ
タ
イ
と
同
様
、
二
章
で
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

言
及
さ
れ
る
西
夏
も
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
諸
集
団
の
抗
争
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
ト
オ
リ
ル
の
弟
の
ジ
ャ
ア
・
ガ
ン
ボ
も
西

夏
に
捕
ら
え
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
滞
在
中
に
尊
敬
を
受
け
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
書
は
、
お
ぼ
ろ
げ
で
あ
っ
た
テ
ム
ジ
ン
登
場
前

後
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
状
況
の
解
明
を
前
進
さ
せ
た
と
同
時
に
今
後
進

む
べ
き
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
た
。

次
に
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
世
界
戦
略
が
、
モ
ン
ゴ
ル
自
身
よ
り
は

む
し
ろ
ウ
イ
グ
ル
・
ム
ス
リ
ム
商
人
の
視
点
か
ら
、
す
な
わ
ち
軍
事
よ

り
は
む
し
ろ
商
業
の
面
か
ら
説
明
さ
れ
る
（
三
章
）。
学
界
で
は
商
人
・

商
業
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
一
般
に
は
ま
だ
そ
の
イ
メ
ー

ジ
は
定
着
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
学
界
で
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
オ
ゴ

デ
イ
や
ク
ビ
ラ
イ
以
降
の
状
況
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
傾
向
が
あ

る
。
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
時
代
の
軍
事
拠
点
と
交
通
路
の
建
設
・
確
保
、

商
人
の
動
向
、
商
業
政
策
の
関
連
性
が
明
快
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
も
チ
ン
カ
イ
城
の
比
定
と
い
う
考
古
学
調
査
・
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
の
成
果
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

②
環
境
学
に
つ
い
て
は
、
湖
底
堆
積
物
や
氷
河
の
ア
イ
ス
コ
ア
な
ど

様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
草
原
及
び
森
林
地
帯
の
乾
燥
・
湿
潤
の
変
動
や
植

生
の
変
遷
を
復
元
す
る
。
各
種
デ
ー
タ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
モ
ン

ゴ
ル
高
原
あ
る
い
は
一
三
世
紀
前
後
の
環
境
復
元
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を

長
期
変
動
及
び
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
広
域
の
範
囲
に
位
置
付
け
る

こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
結
論
が

導
か
れ
る
。
ま
ず
、
牧
畜
・
農
耕
の
住
み
分
け
が
み
ら
れ
る
（
狭
義
の
）

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
（
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）
と
比
し
て
、
夏
場
の
集
中
的

な
降
雨
に
恵
ま
れ
、
遊
牧
の
み
に
依
拠
す
る
こ
と
が
可
能
な
モ
ン
ゴ
ル

高
原
の
特
質
が
指
摘
さ
れ
る
。
両
地
域
の
対
比
が
各
種
の
環
境
デ
ー
タ

に
よ
っ
て
実
証
的
に
示
さ
れ
た
（
六
章
）。
次
に
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の

少
な
く
と
も
山
地
に
お
い
て
は
、
歴
史
時
代
に
植
生
変
化
が
み
と
め
ら

な
い
。よ
り
多
く
の
地
点
の
復
元
が
必
要
で
あ
る
と
譲
歩
し
て
い
る
が
、

植
生
が
人
間
活
動
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
結
論
す
る
。
こ
れ
は
、

遊
牧
が
森
林
植
生
に
影
響
を
与
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ

れ
が
森
林
の
持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
生
業
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
（
七
章
）。
と
も
に
、
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
地
点
と
い
う
条
件
付

き
で
あ
る
が
、
今
後
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
な
い
し
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
環

境
変
動
の
よ
り
緻
密
な
復
元
の
可
能
性
を
期
待
さ
せ
る
論
考
で
あ
る
。

文
献
史
学
の
研
究
者
に
よ
る
執
筆
で
あ
る
が
、
環
境
史
の
成
果
を
取
り

込
ん
だ
コ
ラ
ム
一
も
、
運
河
の
活
用
と
い
う
人
間
の
事
情
か
ら
南
流
黄
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河
が
長
く
固
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
な
が
ら
、
近
年
の
中
国
政
府

に
主
導
さ
れ
る
「
南
水
北
調
」（
長
江
の
上
・
中
・
下
流
か
ら
三
つ
の
ル
ー

ト
に
よ
り
南
方
の
水
を
北
に
転
送
す
る
事
業
）
に
ま
で
言
及
す
る
な
ど
、
長

期
的
な
視
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

③
考
古
学
に
つ
い
て
は
、
大
定
通
宝
が
聖
域
に
持
ち
込
ま
れ
る
貨
幣

で
あ
っ
た
こ
と
、大
朝
通
宝
が
そ
れ
を
模
倣
し
て
鋳
造
さ
れ
た
こ
と（
四

章
）、い
わ
ゆ
る
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
防
塁
が
漢
で
は
な
く
西
夏
の
遺
構
で
あ

る
こ
と
（
一
三
章
）
な
ど
、多
く
の
謎
と
議
論
を
解
明
・
解
決
し
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
考
古
学
が
本
格
化
し
た
時
期
に
は
、
当
然
な

が
ら
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
遺
跡
・
遺
構
の
年
代
確
定
、
プ
ラ
ン
の
分

析
、
機
能
の
考
察
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
本
書
で
は
、
こ
れ
ら

だ
け
で
な
く
、
生
活
・
祭
祀
の
痕
跡
や
当
時
の
人
々
の
息
づ
か
い
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
近
年
の
長
足
の
進
展
を
実
感
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
長
期
的
か
つ
様
々
な
視
点
か
ら
、
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
の
時
代
を
総
合
的
に
叙
述
し
た
最
新
の
成
果
で
あ
り
、
研
究
者
の

利
用
と
一
般
読
者
へ
の
還
元
の
双
方
を
兼
ね
備
え
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
以
下
、
望
蜀
の
言
を
述
べ
る
こ
と
で
批
評
の
責
を
塞
ぐ
こ
と
と
し

た
い
。
第
一
に
、
千
戸
制
・
分
封
制
・
親ケ

衛シ

隊ク

・
裁
判
・
宮オ
ル
ド殿
な
ど
チ

ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
統
治
制
度
が
簡
潔
に
解
説
さ
れ
る
（
一
章
）
が
、
別

に
章
を
立
て
て
詳
述
し
た
方
が
、
読
者
の
理
解
を
深
め
た
だ
ろ
う
。
第

二
に
、環
境
学
の
部
分
は
予
断
を
排
除
し
た
堅
実
な
行
論
で
は
あ
る
が
、

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
勃
興
と
瓦
解
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
環
境
変
動
の

影
響
が
想
定
さ
れ
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
限
定
的
・
暫
定
的
で
も
、
環

境
の
影
響
に
一
定
の
見
解
を
提
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
に
、
防
塁
の
時
期
比
定
に
際
し
て
、
そ
の
尺
度
が
西
夏
の
建
築
物

で
用
い
ら
れ
て
い
た
二
種
の
尺
度
の
う
ち
の
一
方
と
合
致
す
る
こ
と
が
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根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
一
三
章
）。
こ
の
実
証
に
異
論
は
な
い
が
、

西
夏
で
二
種
の
尺
度
が
用
い
ら
れ
た
背
景
、
さ
ら
に
防
塁
の
尺
度
が
そ

の
一
方
と
合
致
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
検
証
が
望
ま
れ
る
。
第

四
に
、
モ
ン
ゴ
ル
国
及
び
内
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
留
学
生
を
対
象
と
し
て

行
っ
た
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
コ

ラ
ム
九
）
の
分
析
は
、
興
味
深
い
。
ぜ
ひ
有
意
な
サ
ン
プ
ル
数
で
実
施

し
て
ほ
し
い
。

続
い
て
、
若
干
の
事
実
誤
認
と
誤
植
の
指
摘
及
び
補
足
を
し
て
お

く
。
三
七
頁
で
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
王
庭
で
情
報
と
技
術
を
も
た
ら
し

た
人
々
の
一
つ
と
し
て
ソ
グ
ド
人
を
挙
げ
る
が
、
こ
の
時
期
、
彼
ら
が

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
類
す
る
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
な
お
保
持
し
て
い
た
と

は
考
え
が
た
い
。
あ
る
い
は
「
ウ
イ
グ
ル
人
」
の
誤
記
か
。
四
〇
頁
の

Jūzjānī 1881

、
五
五
、五
七
頁
の
杉
山
二
〇
一
〇
が
参
考
文
献
に
見
え

な
い
。
七
七
頁
ほ
か
の
「
邱
処
機
」
の
「
邱
」
は
清
代
に
孔
子
の
諱
を

避
け
た
こ
と
に
よ
る
表
記
な
の
で
「
丘
」
が
適
切
。
一
〇
四
頁
の
『
元

史
』
タ
タ
ト
ゥ
ン
ガ
伝
の
日
本
語
訳
「
故
の
主
君
（
タ
ヤ
ン
）
に
授
け

よ
う
」
は
原
文
も
「
授
」
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
「
返
還
す
る
」
の
意
。

一
二
一
頁
で
言
及
す
る
『
元
史
』
巻
一
「
太
祖
本
紀
」
に
つ
い
て
は
、

小
林
高
四
郎
の
日
本
語
訳
注
が
あ
る
。
な
お
、
同
箇
所
の
「
夷
敵
」
は

「
夷
狄
」。
一
二
二
～
三
頁
の
『
集
史
』
に
つ
い
て
、
底
本
な
ど
問
題
点

も
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、Thackston

に
よ
る
第
一
巻
「
モ
ン
ゴ
ル
史
」

英
語
訳
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
三
二
〇
頁
の
「
祁
連
」
の
現
在
の
発

音
「
チ
ー
ニ
ェ
ン
（qi-nian

）」
は
「
チ
ー
リ
ェ
ン
（qi-lian

）」。

以
上
は
、
な
い
も
の
ね
だ
り
や
瑕
疵
に
過
ぎ
ず
、
本
書
の
価
値
を
低

め
る
類
い
の
も
の
で
は
な
い
。
本
書
が
、
堅
実
か
つ
新
し
い
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
像
と
そ
の
時
代
像
を
提
示
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
改
め
て
強
調
し

た
い
。
最
後
に
、
編
者
ら
が
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
研
究
を
さ
ら
に
継
続

し
て
本
書
の
提
示
し
た
課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
彼
に
続
く
オ
ゴ

デ
イ
以
降
に
つ
い
て
も
類
書
を
ま
と
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
擱
筆
す
る
。

（
ふ
な
だ
・
よ
し
ゆ
き　

九
州
大
学
）

日
本
儒
教
学
会
創
立
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
：
5
月
14
日
︵
土
︶
13
時
00
分
～
18
時
00
分
（
受
付
11
時
30
分

よ
り
）
▼
場
所
：
東
洋
文
庫
講
演
室
▼
参
加
費
：
一
五
〇
〇
円
（
併
設

の
儒
教
展
が
半
額
︵
四
五
〇
円
︶
で
見
学
で
き
ま
す
）
懇
親
会
費
：
一

般
五
〇
〇
〇
円
、
学
生
二
五
〇
〇
円
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
開
会
挨
拶　

土

田
健
次
郎
（
早
稲
田
大
学
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
に
お
け
る
儒
教

研
究
の
現
在
」
司
会
：
伊
東
貴
之
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

1.
日
本
近
世
儒
教　

前
田
勉
（
愛
知
教
育
大
学
）、
2.
日
本
近
代
儒
教

河
野
有
理（
首
都
大
学
東
京
）、3.
朝
鮮
儒
教　

山
内
弘
一（
上
智
大
学
）、

4.
中
国
古
代
儒
教　

渡
邉
義
浩
（
早
稲
田
大
学
）、
5.
中
国
近
世
儒
教

小
島
毅
（
東
京
大
学
）、
6.
中
国
現
代
儒
教　

中
島
隆
博
（
東
京
大
学
）、

総
合
討
論
、
総
会
、
懇
親
会
（
東
洋
文
庫
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
リ
エ
ン
ト・

カ
フ
ェ
」）


